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５　教 育 訓 練 編



新規採用職員を対象に、消防に係る基
礎知識等の習得を目指す。

指導的地位又は階級にある職員を対象
に、行政知識、現場指揮、監督技術等
の習得を目指す。

警防、救助、救急、予防等の消防業務
における部門別の専門的知識及び技術
の習得を目指す。

全職員を対象に、職務に必要な基礎的
知識を広め、職務遂行能力の向上を目
指す。

高度な消防行政及び消防実務を習得す
るとともに、職員として必要な総合的
な技術技能の練磨を目指す。

日常の勤務を通じて、職務に必要な基
礎的知識及び技術の習得並びに職務遂
行能力の向上を目指す。

日常の勤務を通じて、警防活動に必要
な基本的動作及び立体的操作の習得を
目指す。

 1　教育訓練の目標

　教育訓練は、消防の責務を正しく認識し、職員としての資質の育成及び学術技能の
修習並びに規律及び体力の練磨を図り、もって人格の向上と実力のかん養に努め、そ
の職務を公平かつ科学的に行う自主性及び創造性に満ちた職員の形成を目指す。

 2　消防職員教育訓練体系

初 任 研 修

幹 部 研 修

基 本 研 修

専 科 研 修

一 般 研 修

消 防 大 学 校 派 遣

派 遣 研 修 北海道消防学校派遣

その他の機関派遣

一 般 研 修

職 場 研 修

警 防 訓 練

職員の各種能力の開発を目指す。市 職 員 研 修
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1

1 1 1

1

1

4 1

・ハラスメント防止研修 1

・政策形成研修

・セルフケア研修 1 1 1

1

・コミュニケーションスキル研修 1 2

1

・議会基本研修

1

1 6 1

・接遇講座（クレーム対応・管理監督者・マナー） 2

1

・各課主催研修 5 9

129

1 2

1 2

特 別 研 修

・新採用職員研修

・実務研修（法制・文書・契約・会計・財政） 3 5

1

市 職 員 研 修

区 分 研 修 名 実施回数 受講人員
日　数

（1回当たり）

基 本 研 修

・新任課長職研修

1 13 9

1 1 1

1 5

1

・新任課長補佐職研修

・新任係長職研修

・採用3年次研修

( 訓練等
)

・特別点検（点検者：消防長） 2

専 科 研 修
・消防副士長昇任時研修 1 2

・消防救助技術指導会研修 1 10 28

13

初 任 研 修
・消防士長昇任時研修 1 6

・消防司令補昇任時研修 1 3

6

5

受講人員
日　数

（1回当たり）

幹 部 研 修
・本部研修 1

・新規採用者消防基本研修（南・北消防署） 1

13

13

3

28

【年度】

【年度】

基 本 研 修

区 分 研 修 名 実施回数
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【年度】

救急救命東京研修所 ・救急救命士養成研修

1 1

・初任教育 2 9 1,171

・火災調査科 1 1 16

4 10 10・ビデオ硬性喉頭鏡講習

・救急科

1 1 27

8

・気管挿管再認定講習（旭川市開催） 3 16

札 幌 市 消 防 局 ・救急救命士養成研修

消 防 大 学 校

・緊急消防援助隊教育科
　ＮＢＣコース

・処置拡大2行為講習 2 5 20

・幹部科 1 1 47

・救急科 1 1 38

182

北海道消防学校

2 11 352

・ポンプ操法指導員課程 1 2

・大型自動車免許取得教養

1 1 153

16

そ の 他

1 5 15・酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習

・第三級陸上特殊無線技士養成課程 1 6 6

・大型特殊自動車免許取得講習

1 7 112

・車両系建設機械(整地等)運転技能講習

1

5411・自動車整備技能講習（3級ガソリン）

・小型移動式クレーン運転技能講習

1 4 12

1 4 12

・玉掛け技能講習

1 8

・車両系建設機械(解体用)運転技能講習

1 1 2

1 1 1

派 遣 研 修

区 分 研 修 名 実施回数 受講人員 延日数
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